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令
和
３
年
度
一
般
会
計
決
算
賛
否
討
論

反対討論 賛成討論
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
市
は
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

推
進
プ
ラ
ン
に
よ
り
既
存
施
設
の
見

直
し
や
総
量
抑
制
を
進
め
て
い
る
が
、

民
間
施
設
を
賃
貸
で
使
う
場
合
の
考

え
と
の
整
合
性
が
な
い
。
ま
た
、
住

居
の
な
い
困
窮
者
向
け
の
一
時
生
活

支
援
事
業
に
つ
い
て
、
26
市
で
実
施

し
て
い
る
の
は
本
市
だ
け
で
あ
る
が
、

利
用
条
件
が
厳
し
く
３
年
度
の
実
績

は
７
件
で
あ
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
お
い
て
も
、

生
活
困
窮
者
の
実
情
に
合
わ
せ
た
市

独
自
の
取
組
が
不
十
分
で
あ
っ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
顕
在
化
し
た
女
性
の

貧
困
な
ど
を
考
え
れ
ば
、
市
独
自
の

施
策
の
充
実
を
図
る
べ
き
で
あ
る
が
、

そ
の
視
点
が
欠
け
て
お
り
、
公
共
の

役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
は
言
え
な

い
た
め
、
本
決
算
に
反
対
す
る
。

日
本
共
産
党
府
中
市
議
団

　
令
和
３
年
度
、
コ
ロ
ナ
禍
が
２
年

目
に
突
入
し
、
収
束
が
見
通
せ
な
い

中
で
、
政
府
は
無
為
無
策
の
対
応
を

続
け
、
国
民
に
自
己
責
任
を
押
し
つ

け
る
政
治
を
続
け
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
市
は
個
人
市
民

税
に
つ
い
て
、
安
定
的
な
税
収
を
確

保
で
き
た
と
評
価
す
る
が
、
所
得
階

層
ご
と
に
見
る
と
収
入
が
低
い
階
層

ほ
ど
給
与
収
入
の
減
が
見
ら
れ
、
貧

富
の
格
差
が
広
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
つ
い
て
、
他
市
で
実
施
さ
れ
た
よ

う
な
独
自
支
援
策
が
不
十
分
で
あ
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
か
ら
市
民
の
命
や

暮
ら
し
を
守
り
、
福
祉
を
増
進
さ
せ

る
地
方
自
治
体
の
役
割
を
発
揮
し
、

市
民
生
活
最
優
先
の
市
政
に
転
換
す

る
よ
う
求
め
、
本
決
算
に
反
対
す
る
。

府
中
市
議
会
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
令
和
３
年
度
、
コ
ロ
ナ
禍
で
東
京

２
０
２
０
大
会
が
無
観
客
開
催
と
な

っ
た
が
、
市
で
は
実
行
委
員
会
を
中

心
と
し
て
、
卓
球
オ
ー
ス
ト
リ
ア
代

表
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
の
受
入
れ
な
ど

様
々
な
事
業
に
取
り
組
み
、
レ
ガ

シ
ー
を
後
世
に
残
し
て
き
た
。

　
ま
た
、
専
決
処
分
を
含
め
て
７
回

も
の
補
正
予
算
を
編
成
し
、
集
団
及

び
個
別
接
種
会
場
の
確
保
、
自
宅
療

養
者
へ
の
食
糧
支
援
、
自
営
業
者
へ

の
経
済
的
な
支
援
な
ど
、
数
多
く
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

を
実
施
し
た
。

　
市
政
が
今
後
も
平
和
と
人
権
、
命

を
守
り
、
一
人
ひ
と
り
の
心
に
寄
り

添
い
、
痛
み
を
分
か
ち
合
い
、
誰
も

見
捨
て
な
い
社
会
を
目
指
す
こ
と
を

一
層
期
待
し
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

府
中
市
議
会
市
政
会

　
令
和
３
年
度
は
、
当
初
予
算
で
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

市
税
の
減
収
幅
を
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
時
と
同
等
に
見
込
む
な
ど
厳
し
い

状
況
に
あ
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
歳
入
に
お
い
て
、

市
税
は
結
果
的
に
増
収
と
な
り
、
競

走
事
業
に
関
し
て
は
、
一
般
会
計
に

40
億
円
の
繰
り
出
し
が
行
わ
れ
た
。

　
歳
出
で
は
、
子
育
て
支
援
施
設
の

整
備
や
災
害
対
策
の
強
化
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
教
育
の
推
進
等
、
多
く

の
事
業
が
展
開
さ
れ
、
第
６
次
府
中

市
総
合
計
画
の
基
本
理
念
に
沿
っ
た

ま
ち
づ
く
り
が
着
実
に
進
め
ら
れ
た
。

　
今
後
も
健
全
な
財
政
を
維
持
し
つ

つ
、
様
々
な
施
策
を
積
極
的
に
展
開

し
て
市
政
の
発
展
を
図
っ
て
い
く
こ

と
を
要
望
し
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

歳　　入

歳　　出

委
員
　
令
和
３
年
度
決
算
に

お
け
る
個
人
市
民
税
と
法
人

市
民
税
に
つ
い
て
、
当
初
予

算
と
比
較
し
、
増
額
に
な
っ

て
い
る
が
、
そ
の
特
徴
は
。

市
民
税
課
長
補
佐
　
個
人
市

民
税
に
つ
い
て
は
、
計
算
基

準
と
な
る
令
和
２
年
中
の
社

会
状
況
に
よ
り
、
３
年
度
の

予
算
編
成
時
に
相
当
な
減
収

を
見
込
ん
で
い
た
が
、
営
業
所
得
や
雑
所
得

の
増
加
、
医
療
費
控
除
の
減
少
が
見
ら
れ
た

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
当
初
予
算
と
比
較
し
、

７
％
増
の
決
算
調
定
額
と
な
っ
た
。

　
法
人
市
民
税
に
つ
い
て
、
本
市
は
、
課
税

額
上
位
10
社
で
全
体
の
約
７
割
を
占
め
て
お

り
、
一
部
の
法
人
の
納
税
状
況
に
よ
っ
て
、

税
額
の
傾
向
が
決
ま
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
影
響
は
限
定
的
で
あ
っ
た
も
の

と
捉
え
て
お
り
、
３
年
度
の
決
算
時
で
は
当

初
予
算
と
比
較
し
、
約
４
億
円
の
増
額
と
な

っ
た
。

　▲様々な機能を有する文化センター

（
２
・
３
面
）

令
和
３
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
審
査
状
況
か
ら
、

主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

委
員
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

協
働
事
業
は
、
33
件
の
応
募
が
あ

り
、
そ
の
う
ち
９
つ
の
事
業
が
実

施
さ
れ
た
と
聞
く
が
、
全
体
を
通

じ
て
の
成
果
は
。

協
働
共
創
推
進
課
長
　
事
業
の
成

果
と
し
て
は
、
障
害
者
向
け
の

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
実
施
や
中
心
市

街
地
の
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
作
成
な

ど
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
様
々
な

課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組
が
進

め
ら
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
民
間
事

業
者
な
ら
で
は
の
新
た
な
発
想
を

生
か
し
て
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
成

果
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
世
界
で
つ
な
が
る
オ
ン

ラ
イ
ン
交
流
会
や
市
内
に
お
け
る

助
産
師
の
産
前
産
後
の
相
談
事
業

な
ど
は
、
令
和
４
年
度
も
引
き
続

き
実
施
し
て
い
る
。

委
員
　
令
和
２
年
度
の
市
に
対
す
る
ふ
る
さ

と
納
税
は
、
都
内
で
２
番
目
の
受
入
額
で
あ

っ
た
と
思
う
が
、
３
年
度
の
順
位
と
特
徴
は
。

政
策
課
長
補
佐
　
３
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税

の
受
入
額
の
都
内
順
位
に
つ
い
て
、
本
市
は

４
億
８
４
４
万
円
で
都
内
３
位
で
あ
っ
た
。

要
因
と
し
て
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
導
入
し

て
い
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
ふ
る
さ
と
チ
ョ

イ
ス
で
の
返
礼
品
に
対
す
る
掲
載
基
準
の
見

直
し
が
行
わ
れ
、
大
企
業
の
商
品
の
場
合
に

は
検
索
結
果
に
制
限
が
か
け
ら
れ
た
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
同
サ
イ
ト
を

通
し
た
市
へ
の
寄
附
金
額
は
、
令
和
２
年
度

と
比
較
し
、
約
１
億
３
４
０
０
万
円
減
少
し

て
い
る
。
一
方
で
、
他
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

に
よ
る
寄
附
金
額
の
増
加
に
よ
り
、
全
体
と

し
て
は
２
年
度
よ
り
若
干
プ
ラ
ス
の
結
果
に

な
っ
て
い
る
。

委
員
　
学
校
教
育

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
に
つ
い
て
は
、

当
初
予
算
か
ら
増

額
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
取
組
の
成
果

を
聞
き
た
い
。

指
導
室
主
幹
　
令

和
３
年
10
月
以
降
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の

配
置
を
お
お
む
ね
５
割
増
し
に
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
等
が
大
き
く

進
み
、
学
校
か
ら
好
評
を
得
る
と

と
も
に
、
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル

の
大
幅
な
底
上
げ
に
つ
な
が
っ
た

も
の
と
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
、

通
信
環
境
等
に
つ
い
て
、
年
度
当

初
、
多
く
の
端
末
を
同
時
接
続
し

た
場
合
に
円
滑
に
通
信
が
で
き
な

い
事
象
が
続
い
た
が
、
３
年
度
中

に
同
時
接
続
が
何
台
で
あ
っ
て
も
、

契
約
ど
お
り
の
速
度
が
出
る
よ
う

な
改
修
を
終
え
て
お
り
、
現
在
は

問
題
な
く
使
用
で
き
て
い
る
。

委
員
　
市
民
球
場

の
令
和
３
年
度
外

壁
改
修
工
事
に
つ

い
て
の
主
な
内
容

及
び
今
後
の
改
修

予
定
を
聞
き
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン

推
進
課
長
補
佐
　

昭
和
57
年
度
の
竣

工
後
、
経
年
劣
化

等
に
関
す
る
大
規
模
な
改
修
を
一

度
も
行
っ
て
い
な
い
レ
フ
ト
側
の

外
壁
及
び
２
階
廊
下
な
ど
に
お
け

る
防
水
改
修
を
主
と
し
た
工
事
を

行
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
レ
フ
ト
側

の
建
物
内
部
及
び
外
部
照
明
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
そ

の
工
事
費
は
、
５
０
６
０
万
円
で

あ
る
。

　
今
後
は
、
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
側
外

壁
、
ス
タ
ン
ド
屋
根
、
１
階
部
分

の
ト
イ
レ
及
び
球
場
周
囲
の
防
球

ネ
ッ
ト
等
の
改
修
を
計
画
的
に
行

う
こ
と
に
よ
り
、
施
設
の
老
朽
化

対
応
に
努
め
て
い
く
。

り
入
れ
た
適
切
な
規
模
の
施
設
に

な
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
と
の
発

言
が
委
員
か
ら
出
て
い
る
。
ま
た
、

学
校
施
設
と
の
複
合
化
等
に
つ
い

て
打
合
せ
の
機
会
が
あ
る
な
ら
ば
、

協
議
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

決
算
特
別
委
員
会文

化
セ
ン
タ
ー
の
在
り
方

協
議
会
で
の
検
討
内
容
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
協
働
事
業
の
成
果
は

府
中
ふ
る
さ
と
寄
附
金

令
和
３
年
度
の
特
徴
は

学校教育ネットワーク事業

取 組 の 成 果 は

個 人 市 民 税 と 法 人 市 民 税

当初予算と比較した決算の特徴は

委
員
　
文
化
セ
ン
タ
ー
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
老
朽
化
や
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
か
ら
、
最

適
化
を
含
め
た
施
設
の
複
合
化
も

検
討
が
必
要
と
思
う
が
、
文
化
セ

ン
タ
ー
あ
り
方
検
討
協
議
会
で
検

討
さ
れ
た
こ
と
は
あ
る
か
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
長
補
佐
　

第
３
次
府
中
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
推
進
プ
ラ
ン
に
お
い
て
は
、

文
化
セ
ン
タ
ー
を
存
続
さ
せ
る
考

え
方
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、

文
化
セ
ン
タ
ー
に
は
福
祉
や
防
災

等
の
様
々
な
機
能
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
協
議
会
で
は
、
そ
れ
ら
を
取

市民球場外壁改修工事

主 な 改 修 内 容 は


